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沈んだ大陸
大規模海面上昇と動物分布の謎

柴　正博

　地球の歴史を過去に遡っていくと、海に

沈んだ大陸が最近の海底の地質調査でたく

さん発見されています。また、生物の遺伝

子情報にもとづいた分子系統学により、生

物の祖先の系統関係が明らかになってきま

した。

　世界の大陸や島々には、固有生物が分布

して、この謎については、大陸移動による

分断説や海洋分散説により説明されていま

す。しかし、遺伝子解析により生物の系統

分岐の順序と年代が推定されるようにな

り、それらの説で説明できないことが明ら

かになってきました。私の調べている深海

掘削や海底の地質調査の結果から、かつて

の海面は今よりも相当低い位置にあったと

いう証拠が多くあり、また地層が形成され

るには大規模な隆起と海面上昇があったこ

とが考えられます。それらのことから、陸

生動物が陸橋を渡って分布を広げた可能性

があり、それらの陸橋が沈んだことにより

陸生動物の系統が分岐したと推論できます。

　私は、生物のこの分布の謎を、大陸移動

や海を漂流したという考えではなく、地球

が膨張して海底も隆起し海面が上昇したと

いう考えで、生物の分布から過去に沈んだ

大陸を探してみました。あなたも、この本

を読んで、海に沈んだ大陸を私といっしょ

に探してみませんか。
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